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鶴園　實さん（鶴園自治会）
しめ縄づくりの達人

熟練の手により
丹念に練りあげる
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10
月
11
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
第

５
回
町
民
体
育
大
会
が
田
代
中
央

運
動
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
は
各
地
区
の
健
脚
自
慢
、

力
自
慢
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
白
熱
し

た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
田
代
幼
稚
園
・
川
原
保
育
園

の
園
児
た
ち
や
婦
人
団
体
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
華
を
添

え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
変
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
今
大
会
は
圧
倒
的
な
強

さ
を
見
せ
た
池
宿
地
区
が
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
応
援
部

門
で
は
城
元
地
区
が
２
年
連
続
で

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

消防団員の力強い行進

選手宣誓！上部地区代表？牧原信二さん（麓地区）

錦江町一の韋
い

駄
だ

天
て ん

は誰だ!?（100Ｍ）
運動会の花形種目、100Ｍはゴールテープを切るまで勝負がわからない
白熱したレースが展開されました。

第５回

町 民 体 育 大 会
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けしんかぎい引っ張れ！（綱引き） パワーでも強さを見せつけた池宿地区。

応援合戦！

まこち、言こつきかんもんじゃ!!

もちっと左せえ！ くりんくりん、すんなて！

よか風じゃっど♪

また、ひっくいかわっど…。 そい！入らんか～ちょっしもたぁ…。

地域の期待を一身に背負ってバトンパス（リレー）
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まちのできごと

十五夜の晩に
　10月上旬ころ、町内の各地区で十五夜行事
が開催され、それぞれ大変な盛り上がりを見
せました。
　当日は、各地区ともカヤ引きから綱練りと
大量の汗をかきながら十五夜の晩を楽しむた
め精力的に活動されたようです。
　10月３日に行われた馬場地区公民館の綱引
き大会では、自治会対抗戦や親子対決などが
行われ、大きな歓声に包まれていました。
　当日、進行役を務めた新田敏郎さん（山之
口自治会）は「この十五夜綱引きは３回目で
すが、その前は馬場地区での十五夜行事は何
十年も行われていませんでした。ですので公
民館員みんなで力を合わせてこのような行事
が出来ることをうれしく思いますし、毎回子
供のころの十五夜を思い出して心が弾みます。

今の子供たちが大人になる時もこのような行事が残っているように私たちも頑張っていきたいです。」と話され
ました。
　町内で行われている十五夜行事などの伝統行事がいつまでもその灯を絶やさずにいてほしいと思います。

ボランティアで健康づくり

今から掃除始めます！
（町境公衆トイレ班）

掃除終了後に一枚
（田代保健センター班）

　10月15日、「健康づくりの会」（井手口政頼会長、会員75名）の皆さん
が３班に分かれて町内の清掃作業を行いました。
　これは、会発足当初から毎年行っているもので今年で７回目になります。
　清掃作業は日差しの強い日中に行われましたが、皆さん疲れた表情一
つ見せずに手際よく作業を進めていました。
　皆さんが清掃された後は、とてもきれいになり利用者の喜ぶ顔が目に浮
かぶようでした。
　今年から参加された大根占地区の会員は鹿屋市との境にある公衆トイ
レを清掃し、落司妙子（瀬戸山自治会）さんは「利用者の方に少しでも気
持ちよく利用して欲しい。」との思いを込めて清掃されたとのことでした。
　また、田代地区の招魂墓碑周辺を作業された久保幸雄さん（鶴園自治
会）は「平均年齢75歳の会員が元気にボランティア活動ができるのも健
康づくりの賜物だと思います。この健康づくりがもっと広まって、『生涯現役・
楽しい人生』をみんなで送りたいです。」と話されました。
　そして、田代保健センターを担当された
隈元矩子さん（西中郡自治会）が「地元に
も貢献できて、健康づくりもできて一石二
鳥にも三鳥にもなるからとても良いです。
掃除は心の健康づくりなんですよ。」とす
がすがしく話された姿がとても印象的でし
た。 手際の良い清掃作業

（招魂墓碑周辺班）

馬場地区公民館での綱引きの様子
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Town
Topics

【お詫びと訂正】先月号の「学長就任」の記事において、新原皓一さんの名前が文章中で長岡さんになっておりました。
　　　　　　　 ご本人、関係者の方々に大変なご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げます。

ご長寿、
おめでとうございます。

　９月21日、敬老の日にちなんで、各自治会などで敬
老祝賀会が盛大に開催されました。
　鳥井戸長寿会の祝賀会では、鳥井戸公民館でお弁当
やお酒のほかに、お茶が振る舞われ、長寿を祝福しました。
　会員の皆さんはお互いに長寿を祝いながら昔話に花
を咲かせたり、これからの人生について語り合ったり楽
しいひと時を過ごされていました。
　鳥井戸長寿会長の村岡良男さんは「一人で長生きす
るのではなく、みんなで仲良く元気に長生きするのが私
たちの目標です。これからも全員で楽しく過ごしていき
たいです。」と話されました。
　町内のお年寄りの方々がこれからも元気に楽しく長生
きされることを心より願います。

白玉杯争奪！

　10月中旬、町総合運動場において、第５回白玉杯
秋季ナイターソフトボール大会が開催されました。
　この大会は白玉醸造さんがスポンサーとして、魔王
などを参加賞や副賞として提供くださっている大会で、
地区大会代表を決める春季大会よりもある意味盛り
上がりを見せる大会で、少し肌寒さを感じる中で、各
チーム熱気あふれるプレーを繰り広げました。そして、
Ａ級は池田ＯＢチームがなみいる強豪を抑え優勝を飾
り、Ｂ級は新鋭やまかしチームが初優勝を飾りました。
　Ｂ級準優勝の神川ＯＢのエース礒口拓也さん（鳥浜
自治会）は「父と同じチームで一緒にプレーできるこ
とがとてもうれしいです。次季大会は、父との完封リ
レーで優勝したいです。」と嬉しそうに話されました。

若いもんにはまだ負けん！

　10月上旬、田代中央運動場で、年代別 430 歳ソフ
トボール大会が開催されました。
　これは、出場９選手の年齢合計が 430 歳を超えて
いなければならいというルールがあり、往年の選手達
が「若いもんにはまだ負けん」とばかりに、昔より少し
丸くなった体を時には軽快に、時には少し重そうに動
かし、全力プレーで楽しんでいました。
　鳥取砂丘チームで出場した書川幸二さん（67 才、旭
町自治会）は「若いころソフトボールをしていた自分た
ちにもう一度プレーできる場所があるのは大変素晴ら
しいことで感謝しています。来年以降もますます盛り
上げていきたいと思います。」と話されました。

えびす祭り

　10 月 23 日、漁業振興祭が開催されました。
　当日は、大漁旗をなびかせた数十隻の漁船パレー
ドで幕を開け、ヒラメの稚魚を放流しました。そ
して、安全祈願や大漁祈願、海への感謝を込めた
神事がとり行われました。
　養殖業に従事されている坂下与義さん（鳥浜自
治会）は、「これからは漁業・農業・林業など職種
に関係なくみんなで力を合わせて頑張っていきた
い。そして錦江町全体が盛り上がっていけばすば
らしい町になるのでは。」と話されました。
　漁業をはじめ、全ての産業がより一層繁栄する
ことを願います。

勇壮な漁船パレード
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錦江町立池田小学校

児 童 数 ３３名　
学 級 数 ４学級：複式 ３・４年，５・６年　
PTA 戸数 ２４戸　
職 員 数 １０名　

自信と勇気をもて
校　　訓

【掲載予定】
大根占小 ８月
神 川 小 ９月
宿利原小 10 月
池 田 小 11 月
田 代 小 12 月
大 原 小 １月
錦 江 中 ２月
田 代 中 ３月

《本校教育目標》
自ら考え正しく判断し、心豊かにたくましく生きる池田っ子を育成する

～ よく考えて、素直で、たくましい子 ～

基礎学力の定着

◇　創立　１３１周年　◇

豊かな心の育成

自転車安全競技大会 県代表！ 池田ミニ水族館

学校・家庭・地域の連携

学校保健委員会 ＰＴＡ奉仕作業

真剣に考えることは尊い！ ♪お母さんと一緒に♪ 緑のカーテン。涼しいよ！ 本は友だち。たっぷり読もう！

晴れの県代表！ 技能もアップ！

メダカ・アブラハ
ヤ・ドジョウ・カ
ワエビなどなど、
いっぱい。
見に来てねえ。

環
境
は
人
を
つ
く
る
。

そ
の
環
境
は
人
が
作
る
。

う
ち
ん
子
も
、
し
っ
か
い

歯
を
磨
か
せ
ん
な
ら
！
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趣
旨

　

こ
の
奨
学
制
度
は
、
経
済
的
理
由

に
か
か
わ
ら
ず
教
育
機
会
の
確
保
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
21

年
度
９
月
県
議
会
に
お
い
て
成
立
し

た
「
鹿
児
島
県
高
等
学
校
授
業
料

減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
」

を
活
用
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済

的
理
由
に
よ
っ
て
家
計
が
急
変
し
た

生
徒
等
に
対
し
て
奨
学
金
の
貸
与
を

行
い
、
も
っ
て
本
県
教
育
の
発
展
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

奨
学
金
の
種
類
、
貸
与
月
額

○�

高
等
学
校
一
般
奨
学
金
（
高
等
専

門
学
校
は
除
く
）

公
立　
自
宅　
　

１
８
，
０
０
０
円

　
　
　

自
宅
外　

２
３
，
０
０
０
円

私
立　
自
宅　
　

３
０
，
０
０
０
円

　
　
　

自
宅
外　

３
５
，
０
０
０
円

教育課からお知らせ　

平成 21年度高等学校等
奨学生募集要項
（緊急採用）
教育課（教育総務チーム）

電話 0994-22-0517

貸
与
期
間

　

貸
与
期
間
は
、
平
成
24
年
３
月

31
日
を
限
度
と
す
る
高
等
学
校
、
専

修
学
校
（
高
等
課
程
）
及
び
特
別

支
援
学
校
の
高
等
部
（
以
下
「
高
等

学
校
等
」
と
い
う
。）
の
正
規
の
就

学
期
間
を
修
了
す
る
月
ま
で
と
す
る
。

※�

詳
細
は
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
の
資
格

　

高
等
学
校
等
に
在
学
す
る
者
で
、

次
の
⑴
～
⑶
の
各
号
に
該
当
し
、
な

お
か
つ
⑷
又
は
⑸
に
該
当
す
る
者
と

す
る
。

⑴�

鹿
児
島
県
内
に
生
活
の
本
拠
を

有
す
る
者
の
子
弟

⑵�

勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済

的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が
困
難
で

あ
る
者

　

�（
学
力
及
び
人
物
の
推
薦
基
準
に

つ
い
て
は
、「
推
薦
基
準
」
を
参
照
）

⑶�

世
帯
の
１
年
間
の
認
定
所
得
金
額

が
、
収
入
基
準
額
以
下
の
者

※�

収
入
減
の
場
合
は
、
収
入
減
少
後

の
１
年
間
の
収
入
見
込
額
で
算
定

す
る
。

⑷�

次
に
挙
げ
る
家
計
急
変
の
事
由
が

発
生
し
た
時
か
ら
１
年
以
内
で
あ

る
者

ア���

主
た
る
家
計
支
持
者
の
死
亡
又

は
離
別

イ���

主
た
る
家
計
支
持
者
の
離
職
、

又
は
、
再
就
職
し
た
が
収
入
が

著
し
く
減
少
し
て
い
る
場
合

ウ���

主
た
る
家
計
支
持
者
の
破
産

（
破
産
申
立
中
を
含
む
）

エ���

火
災
、
風
水
害
、
震
災
等
に
よ

る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

収
入
が
著
し
く
減
少
又
は
支
出

が
著
し
く
増
大
し
た
場
合

オ���

そ
の
他
突
発
的
な
事
由
に
よ
り
、

家
計
の
収
入
が
減
少
、
又
は
支

出
が
増
大
し
た
場
合

⑸�

年
度
中
途
で
入
学
し
た
者
（
随
時

入
学
や
卒
業
を
認
め
て
い
る
学
科

は
対
象
と
な
ら
な
い
。）

推
薦
基
準

　

学
力

　

勉
学
意
欲
が
あ
る
者

　

人
物

　

次
の
ア
～
ウ
の
各
号
に
該
当
す
る

者ア���

中
途
で
学
業
を
放
棄
す
る
こ
と

が
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

イ���
学
習
活
動
、
そ
の
他
生
活
全
般

を
通
じ
て
、
態
度
・
行
動
が
生

徒
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
将
来

良
識
あ
る
社
会
人
と
し
て
活
動

で
き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

ウ���

奨
学
金
返
還
の
義
務
に
つ
い
て
、

責
任
を
自
覚
で
き
る
こ
と
。

応
募
期
限

��

平
成
22
年
３
月
１
日
ま
で
、
随
時

と
す
る
。

採
用
者
の
決
定
及
び
通
知

��

毎
月
１
日
付
け
で
締
切
り
、
締
切

り
月
毎
に
採
用
者
を
決
定
し
、
学
校

長
へ
通
知
す
る
。

応
募
書
類
の
提
出
先
及
び
連
絡
先

　

〒
8
9
0
‐
8
5
7
7

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
1
号

　
（
県
教
育
庁
内
）

　
財
団
法
人
鹿
児
島
県
育
英
財
団

　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
２
４
４

　

℻
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
２
２
９

　

�http://w
w
w
.kagoshim

a-
ikuei.jp

学　　年 財団申請書受理月日 貸与期間

高等学校等１年
平成 21 年 12 月末日まで 平成 21 年４月１日

～平成 24 年３月 31 日

平成 22 年１月以降 受理した月の翌月
～平成 24 年３月 31 日

高等学校等２年
高等学校４年 

（看護学科専門課程１年）
専修学校１年（２年課程）

平成 21 年 12 月末日まで 平成 21 年４月１日
～平成 23 年３月 31 日

平成 22 年１月以降 受理した月の翌月
～平成 23 年３月 31 日

高等学校等３年
高等学校５年 

（看護学科専門課程２年）
専修学校２年

（２年課程）

平成 21 年 12 月末日まで 平成 21 年４月１日
～平成 22 年３月 31 日

平成 22 年１月以降 受理した月の翌月
～平成 22 年３月 31 日

別　表
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【調査の目的】
１ 　国が、全国的な義務教育の機会均等と水準向上のため、児童生徒の学力・学習状況を把握・分析し、

その結果を検証するとともに改善を図る。
２ 　各教育委員会、各学校等が，全国的な状況との関係において自らの教育の結果を把握し、改善を図る。

また各学校において、各児童生徒の学力・学習状況を把握し、学習指導等に役立てる。

【調査の方法】
１　調査対象　　小学校第６学年、中学校第３学年の全児童・生徒
２　調査内容
　⑴教科に関する調査（国語科、算数・数学科）
　　○主として「知識」に関する問題（国語Ａ、算数・数学Ａ） → 基礎的な内容
　　○主として「活用」に関する問題（国語Ｂ、算数・数学Ｂ） → 応用的な内容
　⑵生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査
　　○学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査

　平成 21 年度「全国学力・学習状況調査」の結果が公表されましたので、錦江町教育委員会より、本町の結果
の概要をお知らせします。
　なお、①本調査は、児童生徒が身につけるべき学力の一部について調査したものであり、学力の全てを表し
たものではないこと、②本町は調査対象となる児童・生徒数が少ないため、結果はあくまで目安であることを
念頭に御覧ください。

【教科に関する調査結果と改善へ向けてのポイント（概要）】
教科等 結果の概要 改善に向けて

小

学

校

国

語

○�「Ａ問題」は、全国平均よりやや高く、
今回出題の基礎的内容については概ね身
につけていると考えられます。

○�「Ｂ問題」は、昨年同様、全国平均をや
や下回っており、知識等を活用する能力
を高める必要があります。

○領域別には、基礎的内容では全領域とも
よい結果を示しましたが、活用する場面に
おいて「書くこと」「読むこと」が全国平均を下
回っています。「話す・聞く」能力については、
Ａ問題Ｂ問題とも全国平均と同程度の結果
でした。

○�読書指導の充実、特に新聞や科学雑誌等、
幅広い分野の読書の推進

○�全教育活動を通した「書く活動」の充実
と文章構成力を育成するための指導の工
夫

○�目的に沿った文章等の作成、一つの資料
から別の資料（案内文等）を作成する活
動の充実

○�読み取った内容を要約したり、それに対して、
自分の知識や経験と関連づけて意見を発
表する等の活動の充実
○国語辞書の積極的活用

算

数

○�「Ａ問題」は全国平均と同程度であり、
今回出題の基礎的内容については概ね身
につけていると考えられます。

○�「Ｂ問題」は、県と同様、全国平均をや
や下回り、知識等を活用して課題を解決
する力を高めていく必要があります。

○�領域別に見ると、昨年同様「図形」に関
する問題については良好な結果を示して
いますが、「量と測定」領域において数学
的な考え方を伴う問題に課題が見られま
した。　

○�習熟度に応じて、発展的な課題、特に各
教科や領域を横断した課題を与えるなど、
活用能力の育成を図る学習の工夫

○�基本的な量や重さについて、他教科との
関連を図りながら、その感覚（量感）を
養わせる活動の工夫

○�円周や円の面積等に関する知識や計算技
能等の定着を図る指導法の工夫

○�自己の考えを筋道立てて表現する（書く）
活動の充実

平成21年度「全国学力・学習状況調査」の結果
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中

学

校

国

語

○�「Ａ問題」「Ｂ問題」とも、全国平均と同
程度の結果を示しており、総合的には基
礎的内容、応用的内容とも、ある程度身
に付いていると考えられます。

○�領域別に見ると、漢字の読み書きや語彙
等の「言語事項」が全国平均を上回って
おり、指導の結果が見られます。しかし、「書
くこと」「読むこと」については課題も見
られ、指導の充実が必要です。

○�読書活動の充実、新聞の有効活用等、文
章に慣れ親しみ、読む力を高める指導法
の工夫

○�様々な資料等から必要な情報を取り出し、
自分の考えを交え、再構成して文を作成
するなどの「書く」活動の他教科等への
波及と充実

○�筆者の意図や作品の主題等を的確に読み
取りそれに対する自分なりの考えを表現
していく活動の充実

○�説明的文章における中心部分と付加的部
分、事実と意見の違いを明確に読み取ら
せる指導法の工夫

数

学

○�「Ａ問題」「Ｂ問題」とも、全国平均を下
回りました。特に「Ａ問題」の差が大きく、
基礎的内容の定着のための取組が必要で
す。

○�領域別には、特に「数量関係」に関する
指導を充実させる必要があります。また、基
本的な計算技能を高めることも必要です。

○�計算技能等の基礎的な学力の定着をめざ
した日常的・継続的な取組の充実と家庭
学習課題の工夫

○�習熟度に応じて異なった難易度の課題を
与える等の指導法の改善

○�１時間の中で学習したことを練習させ定
着させる時間の確実な確保

○�課題に対する様々な解決方法を引き出し
たり例示したりする指導過程の充実

○�解決に至るまでの自分の考えを書いたり
（ノート指導を含む）、発表し相互に意見
交換したりする活動の充実

○�比例や反比例等、関数に関する知識や技
能の定着を図るための指導法の工夫

○�他教科における数学的思考を伴う活動の
工夫（理科における実験データの分析等）

【生活習慣や学習環境等に関する調査結果（概要）】
　小・中学校とも「食事のとり方」「起床・就寝時刻」「家の手伝い」「家
庭での学習時間」等、ほとんどの質問項目で全国平均を上回るよい状
況でしたが、以下のように課題といえる内容もありました。

● 小学生では、４割の児童が平日３時間以上テレビを見ているようです。全国平均よりは少ないですが、
テレビとの付き合い方を考えてみる必要があります。

● 多くの児童・生徒は規則正しい家庭生活を送れているようですが、中には極端に寝る時間が遅かっ
たり、インターネットやゲームを長時間している児童もいるようです。

● 中学生では、国語と数学を「好き」と答えた生徒、「授業内容がよく分かる」と答えた生徒が全国平
均をやや下回っています。学習そのものに対する興味や関心を高めるとともに、個々の実態に応じ
た指導を充実させていく必要があります。

● 全国的に、家庭学習で「予習」をしている割合が低いという結果が出ています。特に中学生においては、
予習にも力を入れていく必要があります。

　本調査結果は、本町全体の概要であり、各学校ごとにそれぞれ課題は異なります。今後、各学校が、
各家庭や地域との連携も含めて児童生徒の実態に沿った指導を行っていきます。
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鹿
児
島
県
内
の
社
会
保
険
事
務

所
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
が
未

納
と
な
っ
て
い
る
方
へ
の
電
話
や

文
書
、
個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
勧

奨
や
保
険
料
収
納
業
務
に
つ
い
て
、

平
成
21
年
10
月
よ
り
民
間
委
託
が

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
の
委
託
を
受
け
た

民
間
事
業
者
は
、

「
株
式
会
社　

オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
関

す
る
ご
案
内
や
お
尋
ね
が
あ
り
ま

し
た
場
合
に
は
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
ご
注
意
】

　

委
託
事
業
者
の
担
当
者
が
戸
別

訪
問
で
納
付
の
案
内
を
す
る
際
に

は① 

社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
顔
写

真
入
り
の
証
明
書
を
提
示
し
ま

す
。

② 

保
険
料
を
お
預
か
り
し
て
収
納

す
る
場
合
は
、
必
ず
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
し
て
お
り
ま
す
納

付
書
を
お
持
ち
の
場
合
に
か
ぎ

ら
れ
て
い
ま
す
。

◎ 

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
期
限
ま

で
に
提
出
を
！

◎ 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
は
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
時
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ねんきんだより　

国民年金保険料の納付の案内を
民間委託しております。

　　　住民税務課（住民チーム）　電話 0994-22-3039
　　
　　　住民生活課（民生チーム）　電話 0994-25-2511
　　
　　　鹿屋社会保険事務所　　　  電話 0994-42-5121

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　夫・パートナーからの暴力や職場等におけるセクシュアル・ハラスメント、ストーカ
ー行為、その他、女性をめぐる人権問題でお困りの方は、一人で悩まずにお電話ください。

１．実施機関　　鹿児島地方法務局　鹿児島県人権擁護委員連合会
２．実施日時　　期間　平成 21 年 11 月 15 日（日）から
　　　　　　　　　　　　　　　　11 月 21 日（土）まで
　　　　　　　　時間　平日　　午前８時 30 分から午後７時まで
　　　　　　　　　　　土・日　午前 10 時から午後５時まで
３．電話番号　　女性の人権ホットライン　０５７０－０７０－８１０
　　　　　　　　（通話料が 180 秒につき、およそ 8.5 円かかります。）
４．相談員　　　法務局職員及び人権擁護委員が相談に応じ、秘密は厳守されます。
５．問合せ先　　鹿児島地方法務局　人権擁護課　　℡０９９－２５９－０６８４

北朝鮮人権侵害問題啓発週間
　12月 10日（木）から 12月 16日（水）までは「北朝鮮人権問題啓発週間」です。

北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めましょう。

　平成18年６月に、北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の意識を深めるとともに、国際社
会と連携しつつ北朝鮮当局による人権侵害問題の実態を解明し、及びその抑止を図ることを目的とし
て、「拉致問題　その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」が施行されました。
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お知らせ
コーナー
INFORMATION

2009.11

　新成人の新たなる門出の日、新成人の皆さんはもとより、多くの町民の皆さんのご来場を心よりお待ちいたして
おります。当日は、記念撮影などもあります。

町
営
住
宅

空
き
家 

状
況

（
11
月
１
日
現
在
）

大
根
占
地
区

　
・
芝
山
団
地　

２
戸

　
・
港
団
地　
１
戸

　
・
神
川
新
町　
1
戸 

田
代
地
区

　
・
町
営
釜
牟
田
住
宅　
１
戸

　
お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
居
希
望
の
方
は
、

建
設
課
ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。 人口の動き

平成21年11月１日現在
前月号比

人　口 9,531人 （　10）
男 4,480人 （　10）
女 5,051人 （± 0）

世帯数 4,298戸 （　10）
△は減少

休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がありますのでご利用
の前にお問い合わせください。

月　日 病　院　名 電話番号
11月15日 今隈医院 26-2222

22日 じょうさいクリニック 24-2977
23日 肝属郡医師会立病院 22-3111
29日 濵畑クリニック 25-2575

12月６日 藤崎クリニック 22-2238

お
知
ら
せ

　錦江町の冬の風物誌、｢大根やぐら ｣を幻想的にライト
アップします。
　是非、宿利原地区の冬を堪能してください。

●場　所
　宿利原地区
●期　日
　・平成 21 年 12 月 19 日（土）18：00 ～ 21：00　1 日目
　・平成 21 年 12 月 20 日（日）18：00 ～ 22：00　2 日目
●イベント内容
　・大根やぐらライトアップ
　・干し大根販売
　・とん汁無料配布
　　（200食限定）2日目のみ
●事務局
　宿利原地区公民館

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。　

　

人
権
週
間
は
、
昭
和
23
年
12
月
10

日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
本
年
で
61
年

目
を
迎
え
、
全
国
各
地
で
人
権
に
関
す

る
各
種
の
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、

女
性
、
障
害
者
等
に
関
す
る
人
権
問
題

が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
問
合
せ
先
】

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
７
４

　平成21年10月22日、鹿屋保健所管内で独キノ
コ（テングダケ）による食中毒が発生しました。
○�毒キノコで食中毒を起こさないように次のこ
とに注意しましょう。
１．�食べられる種類であるか、ハッキリわから
ないものは絶対に食べない。

２．素人判断を絶対にしない。
３．安易に人にあげない。
４．�昔からの「迷信」「言い伝え」は信じない。

東串良町柏原海岸の松林に自生していたテングダケ

大根やぐらライトアップ事業 キノコ狩りは要注意！！

平成22年 成人式のご案内

と　き： 平成21年１月３日（日）
　　　　・午前９時～受付開始  ・午前９時30分～正午
ところ：文化センター

お問い合わせ
　教育課　生涯学習チーム
　℡ 0994-22-0517
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10月1日
～10月31日

戸
籍
の
窓

　誰もが共生していける地域を目指し、障がい者福祉や地域で暮らす障がい者の方々へのご理解を深めて頂く
ため 12 月 9 日の障がい者の日を含む期間に作品展示等を行います。

　●日　時：平成 20 年 12 月 7 日（月）～ 12 月 12 日（土）　9 時～ 17 時
　●場　所：鹿屋市社会福祉会館　（鹿屋市向江町 29-2）
　●内　容：予定
　　【７日（月）～12日（土）】
　　・障がい者の活動紹介、作品の展示、12 日（土）の午前中に作品、製品の販売
　　【12日（土）】
　　・ 映画『ぼくはうみがみたくなりました』午後 1 時より：自閉症の青年が教えてくれた大切なこと・・・。
　　　心がすこし優しくなれる感動のストーリー
　　・ トークセッション（テーマ：「自立てなぁに～私なりの自立～」）　午後 3 時より
　　　障がいをもつ当事者・関係者によるトーク
　　・お楽しみ抽選会

お問い合わせ：鹿屋市社会福祉協議会　在宅福祉サービス課	 ℡ 0994-42-7188
肝属地区障害者総合相談支援センター	 	 ℡ 0994-35-4803

第３回  「ハートフルウィーク」開催

和風味処
南大隅高校前　☎0994-24-2281

マイクロ送迎ができます
大小宴会・各種弁当
単品料理も充実しています

☎ 22-2232

昼は日替定食、他メニュー多数、ラーメンも有るよ！
錦江町馬場978-1
（大根占マルエイパチンコ裏）

営業時間　昼	AM11:30～ PM1:30
　夜	PM6:00～ PM11:45

定 休 日　月曜日

居酒屋和　　人（わじん）

◎3,000 円コース（料理、ジュース、焼酎飲み放題、生ビール付）
◎2,500 円コース（料理、ジュース、焼酎飲み放題）
その他予算に応じます。

戸籍に関する情報は
ホームページ上では掲載致しておりません
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貧
し
い
家
庭
に
暮
ら
す
少

年
エ
デ
ィ
は
、
今
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
に
念
願
の
自
転
車
が

欲
し
か
っ
た
が
贈
り
物
は
母

か
ら
の
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー

だ
っ
た
。

　
小
さ
な
不
満
か
ら
大
き
な

悲
劇
が
・
・
・
。

　
著
者
自
身
の
体
験
を
も
と

に
し
た
、
切
な
く
温
か
い
涙

の
物
語
で
す
。

　
本
当
に
大
切
な
も
の
は
す

ぐ
近
く
に
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

今 月 の一冊

「クリスマス・セーター」

グレン・ベック　著

●�

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に

て
貸
し
出
し
中

巨大滑り台！？

気 になる
枚一

有料広告募集中
　広報きんこうに掲載する有料広告を随時募集してお
ります。広告主様のアイデアで、さまざまな用途にご
利用いただけます。広告掲載についての詳細は、錦江
町役場ホームページをご覧いただくか、錦江町役場企
画課へお問い合わせください。

１枠　縦50mm×横87mm　月額5,000円

　鹿屋市では、平成 23 年春の九州新幹線の全線開業を見すえて、大隅地域への誘客による地域活性化を
図るため、平成 21 年 12 月１日（火）から鹿児島～鹿屋間を直接結ぶ直行バスの運行を開始します。
　鹿児島中央駅と鹿屋の間を２時間未満で直接結び、１日５往復運行します。
　ぜひ、ご利用ください。

○時刻表（鹿児島発⇒鹿屋行き）
停留所 区分 1 便 2 便 3 便 4 便 5 便

金生町（山形屋前）

乗車
区間

10:23 11:38 15:43 16:33 17:48

天文館 10:25 11:40 15:45 16:35 17:50

鹿児島中央駅 10:30 11:45 15:50 16:40 17:55

県庁前 10:44 11:59 16:04 16:54 18:09

垂水港

降車
区間

11:40 12:55 17:00 17:50 19:05

白水体育大前 12:10 13:25 17:30 18:20 19:35

航空隊前 12:19 13:34 17:39 18:29 19:44

鹿屋（リナシティかのや前） 12:25 13:40 17:45 18:35 19:50

※ 乗車区間では降車できません。また、降車区間では乗車できません。

○時刻表（鹿屋発⇒鹿児島行き）
停留所 区分 1 便 2 便 3 便 4 便 5 便

鹿屋（リナシティかのや前）

乗車
区間

7:30 8:45 10:00 14:05 15:20

航空隊前 7:36 8:51 10:06 14:11 15:26

白水体育大前 7:45 9:00 10:15 14:20 15:35

垂水港 8:15 9:30 10:45 14:50 16:05

県庁前

降車
区間

9:13 10:28 11:43 15:48 17:03

鹿児島中央駅 9:27 10:42 11:57 16:02 17:17

天文館 9:32 10:47 12:02 16:07 17:22

金生町（山形屋前） 9:34 10:49 12:04 16:09 17:24

※ 乗車区間では降車できません。また、降車区間では乗車できません。

○利用料金
区　間 料　金

鹿児島⇔鹿　屋 1,300 円

鹿児島⇔垂　水 600 円

※ 小学生以下の子どもや障害者手帳をお持ちの方は
割引があります。

　【お問い合わせ先】
　　鹿屋市企画調整課
　　℡0994-31-1125　　℻0994-42-2001

鹿児島～鹿屋間直行バスを運行します
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編
集
後
記

●
11
月
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
急

に
寒
気
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
急
激
な

気
候
の
変
化
は
体
調
を
崩
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
も
多

く
な
る
季
節
で
す
の
で
体
調
管
理
に
は

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
先
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

の
審
査
会
が
あ
り
、
Ｄ
し
ろ
う
と
Ｔ
さ

ん
と
私
の
三
名
で
臨
み
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
の
収
録
も
同
時
に
行
わ
れ
る
た
め
、

ど
緊
張
の
三
名
で
し
た
が
、
土
壇
場
で

し
ゃ
べ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
笑
顔
で
ご

ま
か
す
Ｔ
さ
ん
、
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
て
私

の
顔
の
前
で
手
を
振
る
Ｄ
し
ろ
う
、「
カ

ミ
カ
ミ
大
王
」
の
名
に
恥
じ
ぬ
噛
み
ま

く
り
の
私
。
こ
ん
な
感
じ
の
審
査
会
で

し
た
が
ス
テ
ー
ジ
を
降
り
る
と
、
極
度

の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
反
動
で
、
異

常
な
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
し
た
。

●
気
に
な
る
一
枚
の
答
え
。
こ
れ
は
簡

単
、
田
代
地
区
の
流
水
プ
ー
ル
の
滑
り

台
で
す
。
こ
ん
な
簡
単
な
問
題
を
出
し

た
理
由
が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
子
供

に
大
人
気
の
滑
り
台
、
老
朽
化
の
た
め

撤
去
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。
来
年
に
は
新
し
い
滑
り
台
が

お
目
見
え
し
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

　

新
聞
で「
一
度
あ
き
ら
め
た
夢
実
現
」

と
興
味
深
い
見
出
し
を
見
つ
け
た
。
記

事
に
目
を
通
す
と
、
鹿
児
島
県
か
ら
30

代
の
競
輪
選
手
が
二
人
誕
生
し
た
。
と

書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
が
上
柴
立

自
治
会
の
上
吹
越
俊
一
さ
ん
だ
っ
た
。

　

早
速
、
南
大
隅
町
に
あ
る
自
転
車
競

技
場
に
俊
一
さ
ん
を
尋
ね
る
と
、
大
粒

の
汗
を
滴
ら
せ
た
俊
一
さ
ん
が
出
迎
え

て
く
れ
た
。

　

俊
一
さ
ん
に
、
競
輪
選
手
の
道
を
選

ん
だ
経
緯
を
聞
く
と
意
外
な
答
え
が

返
っ
て
き
た
。
実
は
俊
一
さ
ん
、
高
校

で
始
め
た
自
転
車
競
技
だ
っ
た
が
、
23

歳
の
時
に
一
度
諦
め
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。「
当
時
は
、
23
歳
ま
で
し
か

プ
ロ
テ
ス
ト
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
、
き
っ
ぱ
り
と
自
転
車

か
ら
降
り
て
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
２

年
前
、
年
齢
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と

を
知
る
ま
で
は
全
く
自
転
車
と
は
無
縁

の
生
活
を
し
て
ま
し
た
。」
と
滴
る
汗

を
拭
い
な
が
ら
当
時
を
思
い
出
す
よ
う

に
話
し
た
。
再
挑
戦
の
き
っ
か
け
は
？

と
質
問
す
る
と
「
師
匠
が
、『
も
う
一

度
挑
戦
し
な
い
か
。
で
も
一
年
勝
負
だ

ぞ
。』
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
反
対
覚
悟
で
両
親
に
相
談
す

る
と
私
の
挑
戦
に
賛
成
し
て
く
れ
ま
し

た
。
後
で
知
り
ま
し
た
が
、
先
に
競
輪

選
手
に
な
っ
て
い
る
弟
が
、
両
親
に
私

の
挑
戦
を
応
援
し
て
く
れ
。
と
お
願
い

し
て
い
た
み
た
い
な
ん
で
す
。」
と
少

し
照
れ
な
が
ら
も
嬉
し
そ
う
な
顔
を
浮

か
べ
た
。
不
安
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

と
聞
く
と
、「
実
は
、
自
転
車
を
再
開

し
て
す
ぐ
練
習
中
に
事
故
に
あ
っ
て
半

年
間
リ
ハ
ビ
リ
生
活
だ
っ
た
ん
で
す
。

で
も
、
不
安
も
焦
り
も
な
か
っ
た
で
す

ね
。」
と
話
し
た
。
続
け
て
、「
周
り
の

み
ん
な
が
、『
今
回
は
、
前
と
違
っ
て

目
の
色
が
全
然
違
っ
た
。』
と
言
う
ん

で
す
。
今
思
え
ば
、
若
い
頃
は
練
習
嫌

い
で
意
識
も
低
く
、
あ
の
頃
プ
ロ
に
な

れ
て
い
た
ら
今
頃
は
辞
や
め
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。」
と
し
み
じ
み
話
し
た
。

毎
日
、
ハ
ー
ド
な
練
習
を
続
け
て
い
る

今
の
俊
一
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
感

覚
な
の
だ
ろ
う
。

　

俊
一
さ
ん
は
、
今
月
25
日
か
ら
競
輪

学
校
に
入
学
し
一
年
間
の
厳
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
。
そ
し
て
再
来
年

の
一
月
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

　

最
後
に
一
言
お
願
い
す
る
と
「
常
に

上
を
見
て
、
弟
に
負
け
な
い
よ
う
な

強
い
選
手
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
一
人

前
に
な
っ
て
両
親
に
親
孝
行
し
た
い
で

す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
力
強
く
話

し
た
。

　

32
歳
遅
咲
き
の
ス
ピ
ー
ド
ス
タ
ー

が
、
錦
江
町
か
ら
日
本
中
に
旋
風
を
巻

き
起
こ
す
た
め
、
疾か

風ぜ

に
な
る
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
で

こ
れ
か
ら
根
を
張
っ
て
い
こ
う

と
頑
張
っ
て
い
る
若
者
を
中
心

に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
30
回
目
は
、
上
柴
立
自
治
会

の
上
吹
越
俊
一
さ
ん
で
す
。

錦
江
にさ

ん
じ
ゅ
う
に
ん
目

  
上か

み

吹ふ
き

越ご
し

　
俊し

ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

（
上
柴
立
自
治
会
）
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